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情報名： ｎａｘパテ　ガンマエコ　シリーズ

プライマーレスで高い密着性　※1

パテ付け後セッティングタイムなしで強制乾燥が可能
カーボン60～180(細地)まで番手が揃っており、専用うすめ液もラインナップ
スチレン、エチルベンゼン、ＭＩＢＫ、ナフタレン等を含まない特化則対応

自動車用鋼板、自動車用アルミ板、超高張力鋼板、超高張力鋼板素材

適応素材 ※１　輸入車や亜鉛目付量の多い鋼板に使用する場合は、密着性確保のため

　　ｎａｘメタルプライマー　エコの塗装を推奨

ｎａｘパテ　ハードナー  ブラウン　　[推奨]
ハードナー ｎａｘポリパテ　ハードナー（エロー）　Ｒ

混合比
(重量比） １００ ２～３

下地処理 補修部分と周辺を足付けし（ダブルアクションサンダーP80～P120）、

旧塗膜剥離及びフェザーエッジング、清掃・脱脂を十分に行う

(プライマー 輸入車や亜鉛目付量の多い鋼板は、密着性を確保するためにｎａｘメタルプライマーエコを塗装

使 　　　塗装) 自動車用鋼板でも直接塗布する場合は密着性が向上するのでプライマー塗装を推奨

２０℃ ３０℃
用 ポットライフ ｎａｘパテ　ハードナー  ブラウン

ｎａｘポリパテ　ハードナー（エロー）Ｒ

工 主剤と硬化剤は均一になるようヘラで素早く混合、空気が入らないよう注意する

パテ付け ２～３回に分けてヘラでパテ付け　

（１回目　薄くしごく様に塗布　　２～３回目で所定の厚みにする）

程 研磨可能 強制乾燥 　

時間 ６０℃ （被塗物温度）

セッティング不要

パテ研ぎ

＊お好みの粘度に調整可能（８０、１２０、１８０の各主剤はそれぞれ混合可）

うすめ液 粘度が高い場合は　「ｎａｘパテ　ガンマエコ専用うすめ液」をパテベースに対して

最大３％まで混入可能

・ハードナーの混合は、多すぎても少なすぎても硬化不良や品質低下の原因となるので注意する

・強制乾燥をすること。スチレンを配合していないため、常温では乾燥が遅くなる

・強制乾燥時は、被塗物温度を60～70℃に保ち、所定の乾燥時間を守ること

注意事項 急な温度上昇や高温環境はパテの反応が急激に進行し、収縮が大きくなり剥離や割れの原因となる

・パテの乾燥確認はエッジ部で確認する

パテ付けしたエッジ部は中心部分に比べ膜厚が薄いため反応が遅くなり乾燥時間が長くなる

・ハードナーは使用後速やかに密栓し、２０℃以下で日光の当たらない場所で保管する

〔膜　厚〕

ｎａｘパテ　ガンマエコ　カーボン６０ 2K 30ｍｍ以下

ｎａｘパテ　ガンマエコ　８０（厚付け） 2K 10ｍｍ以下

ｎａｘパテ　ガンマエコ　１２０（中間） 2K  5ｍｍ以下

商品構成 ｎａｘパテ　ガンマエコ　１８０（細地） 2K  2ｍｍ以下

ｎａｘパテ　ハードナー  ブラウン 80ｇ
ｎａｘポリパテ　ハードナー　（エロー）　Ｒ 100ｇ
ｎａｘパテ　ガンマエコ 専用うすめ液 400ｍｌ

　５分以上

パテガンマエコ

13～18分 4.5～7.5分
8～12分 4～6分

 ハードナー

ペーパー P120 足付け研磨後

面だし 面調整

P180

フェザーエッジ

P240

次工程(プラサフ)


